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《概要》

小樽建設管理部の概要

小小樽樽建建設設管管理理部部管管内内でではは、、国国際際的的ななリリゾゾーートト地地ととななっったた、、倶倶知知安安・・ニニセセココ地地区区へへののアアククセセスス向向上上をを図図るるとと共共にに、、果果
物物ををははじじめめととししたた、、地地場場産産業業のの発発展展にに寄寄与与すするる物物流流ネネッットトワワーーククのの強強化化ののたためめ、、道道道道小小樽樽環環状状線線ななどどのの整整備備をを推推進進しし
まますす。。
ままたた、、自自然然災災害害にに強強いい交交通通ネネッットトワワーーククをを確確立立すするるたためめ、、小小樽樽定定山山渓渓線線のの地地すすべべりり対対策策やや、、岩岩内内洞洞爺爺線線ニニセセココ大大橋橋

のの耐耐震震補補強強、、古古平平神神恵恵内内線線ななどどでで橋橋梁梁補補修修をを実実施施すするるななどど、、安安全全でで円円滑滑なな道道路路通通行行をを確確保保ししまますす。。
街街路路事事業業でではは、、余余市市 へへののアアククセセスス向向上上及及びび、、国国道道５５号号ななどど、、周周辺辺道道路路のの混混雑雑緩緩和和ののたためめ、、余余市市町町のの都都市市計計画画道道路路

３３・・４４・・５５黒黒川川線線ににつついいてて、、工工事事をを推推進進ししまますす。。
ここののほほかか、、道道内内唯唯一一のの原原子子力力発発電電所所ででああるる泊泊原原発発ががあありりまますすがが、、災災害害時時ににおおけけるる避避難難路路ととししてて重重要要なな役役割割をを果果たたすす

泊泊共共和和線線ににつついいてて、、令令和和５５年年度度のの完完成成をを目目指指しし工工事事をを進進めめててききままししたた。。
河河川川事事業業でではは、、住住民民のの生生命命やや財財産産をを洪洪水水かからら守守るるたためめ、、堀堀株株川川、、尻尻別別川川、、余余市市川川ななどどでで流流下下能能力力がが不不足足ししてていいるる箇箇

所所のの河河道道掘掘削削ななどどのの整整備備をを進進めめるるととととももにに、、昨昨年年にに引引きき続続きき、、減減災災対対策策協協議議会会のの場場をを通通じじてて現現状状のの水水害害リリススクク情情報報やや
河河川川のの整整備備状状況況等等をを共共有有すするるななどど、、市市町町村村ととのの連連携携強強化化をを図図りりななががらら、、減減災災対対策策にに取取りり組組みみまますす。。
砂砂防防急急傾傾斜斜事事業業でではは、、土土砂砂災災害害警警戒戒区区域域にに指指定定さされれてていいるる泊泊村村のの泊泊 ななどどのの急急傾傾斜斜地地崩崩壊壊対対策策工工をを実実施施すするるとととともも

にに、、珊珊内内川川のの砂砂防防ええんん堤堤のの整整備備をを進進めめまますす。。
ままたた、、近近年年全全国国的的にに大大雨雨ななどどにによよるる崖崖崩崩れれやや土土石石流流ななどどのの土土砂砂災災害害がが頻頻発発すするる中中、、急急峻峻なな地地形形にによよりり多多くくのの危危険険箇箇

所所がが存存在在ししてていいるる当当建建管管でではは、、土土砂砂災災害害防防止止法法にに基基づづくく基基礎礎調調査査をを令令和和元元年年ままででににすすべべてて完完了了ささせせてておおりり、、引引きき続続きき
未未指指定定ととななっってていいるる土土砂砂災災害害警警戒戒区区域域等等のの早早期期指指定定にに努努めめててままいいりりまますす。。
漁漁港港事事業業でではは低低気気圧圧やや台台風風等等にによよるる高高潮潮やや波波高高のの増増大大等等にに対対すするる漁漁港港のの安安全全性性向向上上をを図図るるたためめ、、盃盃漁漁港港でで西西外外防防波波

堤堤のの整整備備をを進進めめるるととととももにに、、老老朽朽化化がが進進みみ更更新新をを必必要要ととすするる施施設設がが増増加加ししててききてていいるるここととかからら、、神神恵恵内内漁漁港港ななどどのの長長
寿寿命命化化をを進進めめまますす。。
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